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論文審査の結果の要旨

患者満足度は医療の質のアウトカムの一つであり医療の質改善の重要な鍵である。 米国では全国共通の患者満足

度調査Hospital Consumer Assessment of Healthcare Providers and Systems (HCAHPS) Survey の病院別の評価

別割合がオー プンデータで公開されている。 先行研究では高評価デー タを使用した項目毎の分析で全体評価とコミ

ュニケー ションの強い関連や小規模病院での高評価等が報告されているが、 どのような評価パターンのグループが

患者満足度を構成するかに注目する患者満足度の構造への影幣要因は報告されてこなかった。 本研究ではHCAHPS

調査結果を病院屈性別に分析し患者満足度の構造への影牌要因候補を探索した。 対象病院は2012年7月から 1 年

間のHCAHPS 調査のうち回収数50以上等の病院とし3件法の 9項目（医師コミュニケー ション、 看誰師コミュニ

ケー ション、 スタッフ対応の速さ、 疼痛管理、 薬剤説明、 消潔さ、 静かさ、 全体評価、 他者推奨） を使用した。 病

院屈性は病院規模の代用として回収数50-99、 100-299、 300以上で報告される回収数3群を使用し 、 比率の多重比較

の結果50-299と300以上の2群に統合した。 この他急性期医療中心のAcuteCare Hospital (ACH)と地域病院Critical

Care Hospital (CAH)分類、 心臓外科 、

一般外科 、 政府に医療データを提出するナー シングケア、 脳卒中ケアの登録有

無を使用し病院属性別に項目別評価割合の合計表を作成後 、 距離の分析(Ward法でのクラスタ分析、 対応分析 、 多次

元尺度構成法）で項目をグルー プに分類した。 統計ソフトはR version 3.1.0を使用した。 3711病院（米国病院の65%)

が条件に該当し項目は次の4グルー プに分類された：常に高評価のコミュニケー ショングルー プ、 常に低評価の薬

剤説明・ スタッフ対応の速さ• 静かさのグルー プ 、 病院屈性で評価が変化した全体評価• 他者推奨・疼痛管理のグ

ルー プと清潔さのグルー プ。 評価が変化した2グルー プは回収数300以上群 、 心臓／一般外科・ケア登録病院ではい

ずれも高評価に屈したが、 回収数 50·299群、 CAH、 ケア非登録病院では全体評価• 他者推奨・疼痛管理のグルー

プは低評価だったのに対し、 消潔さのグルー プは高評価に屈した。 病院屈性のうち病院規模や急性期外科的治療提

供 、 医療の質改善への和極性が患者滴足度の構造への重要な影幣要因であることがわかった。 従来の分析手法で困

難であった患者満足度に大きな影幣を与える因子が距離の解析で明らかとなった。

終試験又は学力の確認の結果の要旨
申請者は 、 医療の質評価の新しい手法を探索することを目的に、 HCAHPSデータベー スを用いて評価項目の解析しグ
Iレー プ化を行い 、 患者満足度の距離的解析の有用性を示した。 審査時の質疑応答も的確であり、 博士（医学）の学位
に値すると判断した。 （主査：斉藤洋司）
申請者は、 医療の質の評価法を確立する目的で、 米国のHCAHPSのデータベー スを利用して 、 評価項目をグルー プ化
する手法で質の評価を再解析し 、 その有用性を示した。 関連した知識も十分で、 質疑にも的確に応答されたことか
ら、 学位の授与に値すると判断した。 （副査 森田栄伸）
申請者は、 患者満足度向上を目的に、 米国ではHCAHPSのデータを用いて評価バターンによる項目のグルー プ化への
影響要因を統計的に解析し 、 その有効性を示した。 審査時の質疑応答も的確で朋連する知識も有しており、 博士（医
学）の学位に値すると判断した。 （副査：河村敏彦）

（備考）要旨は 、 それぞれ4 0 0字程度とする。


